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の に

14 分 うに 化

の 新

化 知

　 に に 原 に

行 の に 化 う

業 の

上 の原 の う

う ２

の に の 行

所水車の 見積り

　鹿児島県埋蔵文化財センター 路

の に の の 行

の の 路 ３の

図 15　 用水車への水路の発掘調査

　 15 路の発掘調査 の

の 線 の 番号

　 １に の ータ の ータに

路に ン の に 路の

２に の 路の

1 19 3 分 の 0 23 3

　 の の ３に

表１　導水路の ー

表２　導水路の 見積り

表３　搗 水車の出力 見積り

の

の 路 の 3 5

有 3 4

の 0 45 0 65

0 55 上 の

4 21

わりに

　 に 鹿児島県埋蔵文化財センター 方に

調査 の の

の県 調査に に

調査 発掘調査の

に の の に に

の 路

発 の 発

の に 重

分 の調査に

の

に

文

1   の - の事

    に - 上 文 要 2007 30-31

2   の に

     62-3 道 2013  2

    96-106
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轟製錬所水車 跡の 業 的

　 　

１ は めに

鹿児島県 会 2014年7〜10月に 市知

覧 発掘調査 の 発

知覧の ２

川上 の 川 の

行 調査 掘

1 3 ３ 路 80

の 調査の に

の に 2014年11月21

2015年２月 に 地 の の

に の に

の 業の の 業 報告

２ 明 期の金 石製錬

　 ３年 1870 に 生野

タン  行

会 1932

の方 に の に

方  

化  の

 (1 法 に

の の

発分

う に の

に 有 化

に の

の う 化

に に 化 要

1940  437-438 40年 に

の 60 15 に

会 1932 389 の

に 30年 化

の 39年 業の

1907 の に 年

に 化 の に

報告

(2 法 化 の ン化

ン化 ー の

に 方 19

に発 32年 1899

33年 1900 行

化 の 0 1

の の

の の に

うに 1940 440-444

３年 1914 化

うに 15年 1926

に

　 の 化 に 1911 に

３ 南 地 の金 床

　 島 地 に の

１ 地 に 1400 年 新 に生

の 方 方に分

600〜100 年 新 〜 新 の に伴う

に分 地 会 2010 517-527

(1 山地区の中 床 地 の

に の重要 発

辺の 10年 の発

発に 久 1968 の 11年 1878

発 の に 重要

15年 1882 の 有 17 8年

に生 の に

に 鹿 う

上 1910  45-46 の ー の 28年 1895 に

409 生 1878 0 75 の

方 う

久 1968 の地 の の に

の 方1 5 に の 調査

の 化 報告

1961

　 地 の に の

22年 1889 の 29

年 1896 の の川 に

上 1910 27年 29年に

地 の の 掘

2173号 27年 月

4091号 4092号 29年 月11

業会 1898 の に

う 上 1910 54

(2  〜 床 新 〜 新 の に

伴う に 鹿 の 辺の

の 化

辺の 鹿 に の

重要 の の 発

20年 に の 久 1966 久

1975

　 辺に の 化

に の 分
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化

のタ の の の

に の地

23年 1890 に 発

1918 野 70 の

の の う

の 発 31年 1898

の 掘 の 覧 1893 1895

業会 1898 に 掘 の 上（1910  

79）に 23年の発

セ 年 セ

年 事

年 月 事

う 34年に の 行

　 地 に 分

の 方の生

の に の 財

  に 頴娃

26 7年 1883 4 の生

28年 1885 発 33年 1900

２月に 業 財 地

の 久 1966 生

の 32年の の 0 26 2 610

財 の 36年 1903 の 6 481

上 1910 生 に の

に 分

A に に

1961 204 財 の の

主 の う 化

の の 化 ン ンに

久 1966 生 に に

図１　 鹿 島 島南部の金 床分 図( 床，ア 床を む 通 業 （1986）の第16図

に加

   □  化   新 〜 新   新 〜 新

  新   新   ン ン 新   新

に 業 （1986）の 17 の 番号
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４ 麓川 の製錬所

(1 木前 製錬所 文書に 知覧 方の 川

に 書 煉
37年 月17

20 5784号 に

頴娃 業

に に 24年 1891

32年 1899 に

37年の

の 新 の

化

 に 行 化

2 250 の

財

に の

　 の ３ の

頴娃 の

行 分 に の

２ １ 6 36 ３ 0 91 ３

24 １ 12 ２

の う 鹿児島

の の に の

会 1932 460

　 化 に

化 に 17

年 生 う

図２ 　明 35年(1902 の５ 分の１地形図 知覧中 の から東 木前 と，西 よそ２ 轟の２ 所

に水車の が見られる 小 轟の東側に して小 が，小 木前 の東側に して小 が

ある 小 は で囲み 横書きで表 した

　 ３の に

に １

の の の 20 6 06 

1 0 58 ３

1 03 ２ 0 79 １

１ ２ 16 の

１ の 要 ２

　 の 書の

１ の 行う うに

２ 6 2 ２ 0 61

に （ 19 ） に １

３

0 91 ２ 0 76

　 （ ） 分 発 に

発

の 上

　 の の に 化

書の

分 の年生 1 260

化 70 の 1 330 に

(2 轟製錬所 37年 1904 の 文書の

に の 38年 業 業 37年10

月 12月

2173号 ２ 4091号 4092号

の 業 ３

１ （ 40 ） 700 の

の３分の１
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の の

285 年の に

　 の 川 の

45年３月29 文書

知 に 37年 月31 に

4091 4092 2173号

14号 野

の 書 方

に 野 に

川辺 知覧

　 35年 1902 の地 に 知覧 の

の ２ の２ に の 号

２ の

発 に に

に 35年

(3 上 の 文 39年 1906 11月 年１

月に 地 査 の 上

方に 財 の

の 川に 報告 上

1910 127

　 財 33年 1900 の 発 20 の

に 知覧 に １ に1 500〜3 000

の 34年に 4 500 の

の

の 35年に に に

4 500〜9 000 の 40年

1907 の 財 の の

知覧 に

の 化

に  5 000 上 1910  

127

　知覧 の に 上 1910 の

知覧 知覧

127

の の 39年 1906 10月

知覧

79 知覧の ２ に

知覧の

の に ２ 知覧の

に 財 の

5784号 の

の 業 生

５ 明 期轟製錬所に ける 製錬と金製錬

　 うに 文書 38年 業 業

37年10月 12月 に

の 700 の３分の１

１ 40

の の

化 に

３ 化 に の 行

う

　年 の ３

の の１ に

１ に うに

の に 10 う

化 の １ に

の

37年 1904 の

　 39年 1906 10月に 野 の の

上 1910 79

の に 化 要

文書に

に の

38年１月24 書 書 38

年 月29 の書

の に

の に 化 に

行 う 書 に

有 地

書 新 の の

90 に ３

　 文書に 野 の 業 業 42年

３月28 38年 1905 業 業 の改

の 業 に 野

10

に の の 4 000 15 000

月 に 500 行

に に

化

２ ２ 40

38年に２ に の の年の新

10 １

40 月 1 8 年 4 月 0 18 年 生

　 野 44年 1911 に の

1926 45年 1912

に の 文書に

野 業 業 45年３月28

45年３月29

45年３月29 書 45年

３月29 45年３月29

月20 の書 の

業 業 に 書
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図４ 
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の の 分

月１ 1 250 42年の の

２ 上に の 18 生

200 月 年 20 月 0 9 年

　 に 業 業

３ 書 に

３ の １

4 8 ２ 0 73 の

２ 6 1 ２ 0 79 の

１ 4 8 ２ 0 73 の３

　 ３ に の 上

方 １ 20

方 １ に 20 40

上 方 １ に

20 40 80

事

化 化

図５ 　 業施業 (明 45年3 28 付 に えられた轟製錬所の 製錬 図 ( ロー ー 横書きで表 し

た 図では，分 所で 金を金 分 するように表しているが， は金 成が分 される けと思われる

化 に 業

の 分

　 に 書 に

知事 の 書 45年 月30 文

書 の書 の上 野

の 分 ２

に に 要 新 に

路 に う 方

３ に ３

の 上 の

の に

う う

　 業 に ー ー

の 知 の に

ー ー 野 の

に の 24

 

重の重 に の の

に の
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の 書

川に

　 の に の

分 （ ）

に の 化

に 45年

分

発 （ の ）

６ ・ 期の轟製錬所

　 野 ２年 1913 に 野

1914 ３年 1914 に

 野 改 改

３年 月23 文書

の 報告書 に １ ２の３

45年の 月

30 の 業 業 文書 の

業 年 掘 14

月１ ２

1 500 45年の20 年

２ 160 8 1 216 0 81 の

15 45年 に

の 業 業 の の

の 化 の

の

蔵

　 重要 要覧 1918 に

年 1917 の 40

200 15

の に の

に の 生

年 の 142 725 535 219 16 43

60 16 1 800 ３

年の 業 の20 〜 に

年 150 55 の

掘 12年

の の 75

　 13年 1921 月に 川の に

発 1926 年

の の に

　 の 業 15年 1926 に

の

15年10月２ 10月 事

10月23 業 業 10月23

の 10月26 文書 に

の に

ー

ー ２

年 40 1 500

　 の に ３

140 行う の の 蔵

の ー １

分 （ ）

の の 生

うに

の に の

有 の

の 年

の 業 重要

　上 の 15年 1926 10月の 業 年の生

の ２年の生

の 30

400 1 5  

　 業 に に ー

の 15年 1926 10月

重要 要覧 1918 に 14年

1925 の に ー １

ー

方 の ー

14年 1925 の

35 の 189 740 711 5 784

95 5 生 17 1 報告

に 250 147 28

に 26 に の 43

2 000 12

　 10年 1935 に

新 10年11月11

文書 に 新 に

に

７ 赤石 山の金

　 の 43年 1910 の 年の

覧 業の に 知

１ に 45

年 1912 に 重要 の主 の年 １  

3 75 上 に 年 1915 に 重

要 の年 上

　 42年 1909 の に に

39年 1906 11月の

115 0 43 の 15 上

1910
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８ わりに

　 37年 1904 10年 1935

に の う

に の 島 に の

川の 川 川 に

化

に知覧の 川 の

20 の 地 地 の の

に の

　 の調査発掘 発 川の

に 行 の 行

重 調査地 地 道

路 地 の 事

地 に 業 化の

　発 45年の に

に う 37年の

に う

地の調査 行 の に

図７　赤石 山の出 の に宮 か(1975 による

図６　赤石 山の 金 の ( に 業の による
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金 は 業の によるが， ３年 前は 区一覧によって った 14年からは，製錬 の

が 録されている に される金 は不明であるが， は宮 か(1975 が した金 によって か

むことができる た し， ２年，11年，12年の きな金 (出 は されていない は である

表１　赤石 山の 金 (明 23年からの金 山と製錬所の操業に関連する を注

田
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 文

上 （1910） 20 分の１地 地

書

（1961 ） 地方   地方

書

会（1932） 業発 会

（1926 ） 重要 要覧 会

業 （1986） 59年 調査報告書 地

業 ー

（1878） 地 調査 報告 号

地 会（2010 ） 地方地 縄地方

書

業会（1898） 掘 覧 業会

（18 93） 掘 覧

（18 95） 掘 覧

（1907） 39年 業の

（1913） 業

（19 14） 重要 要覧 川

（19 18） 重要 要覧 業新

社

（1911） 蔵 業

業社 158

久 年（1966） 鹿児島県 地 調

査報告書 鹿児島県地 発

会

久 年（1968） 鹿児島県地 鹿 地

調査報告書 鹿児島県地

発 会

久 年  野 （1975） 地

の 化

鹿児島県地 発 会

（1940）  改 文

新 社
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鹿 島の金山 発 －近 から近 まで－

鹿 島 　

１ 鹿 島 金山 の み

　鹿児島県 有 の 地

の の 49 （

査に 会  1989） に 発

に 発 45

　 の 調査 の

2013 年 12 月に 国の の 要

（ 原  2013） の 国

の の に （新  2013 ）

に 発 野 （霧島市

） 野 （ 野市） 鹿 （

市） （ 市）の 野

に 発 重要 の

発 業年 の

野 発1640年 17 業 1642年

 19 1656年 2 1965年

 40

野 発1660年（ 3） 業1660

　 3 1682年 2 1701年 14

　 1717年 2 1793年 5 1865年

 1994年

鹿 発 1683年 3 業 1683年 3  

1801年 年 1943年

18

発 1698年 11 業 1698年

11 1760年 年

　鹿児島県 の に 2009 年

に 調査 文

に 鹿児島県

２ 鹿児島県 1940 に に の

の に に書 の に

の 発

島 島 久 の 文 に

（市  1968

原 1973 川 1990  1991 島 1993 2004

 1997 2008  2009 霧島市 （ 年

）） 野 の に

に の に

の の 社会 に

　 調査 新 に の調査

2009 年 12 月に行 地の発掘調査

（新  2009 新  2011） の

に 野 の の

の 新 の 重要 （新

2012） の の

の に に

野 事 に に

の事 に （新 2009 2011 ）

野 の に の社会

行 （新 2011 ） に に

の 発

の に の （新  2013 ）

　 発掘調査 に

の う の

の調査 の

重要

　2015 年 11 月 15 30 国 文化 の

野市に ン の

鹿児島県 の

ン

２ 地 的 境

　 野 霧島市の 川 上 に

野 の に 野

の 野 の

国 の に 主 新 に

の に

の の地 に

（ ー  

1978） の 200 年 に 新

（ 島 1993） 地 3000

の 300 の

に

発 地 地 1000

の

（  2012）鹿児島の

の

分 業 要

　 野 野市 新

新 に の

400 年

に 地 の 上

方 に

化 （ 島 1993

37-38） 鹿 新 に

600 400 年 の

に

う地 の上 に 化

の 化 の に
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（ 島 1993  31-35）

３ 金山の 発と

　 国 の 重 に の に

17 に に 知 行う

に 財 の

財 の立 の に 新 財 の

の の の 発 の重

要 17 地

の 発 発に 野

（ 市） （ 市） 野

（ 市） （ 市） （ 築市）

発

山 金山

　 野 の に に ３ の

の に 上

1839 野 （

化年 ） （1845 化２ に

に 事

（ 上３ の文書 川 1990 に ）

国 の の 国 に

うに の 立 に

化 に うに

の ３ の 立 に に

の に

に

立 新

に 上 ３ の 野 の

事 の う

山にま わる通 　（作られた ）

野 野 の 島 の島 久

に 1645 年 ２ の

久 の の川の

の 調 の

の川の上 に う の に

に 国 の

に ２ ３年

野 の 川 1640 17 年

３月 22 野の の川

発 の 久 掘

主 久 に に 上

事 久 に 掘

うに 掘 300

（1125 ） に う 月 15

重 の に 掘 うに

の に 掘 1641（ 18）年

月 28 980 上 1842（ 19 年

月 14 の の

行の 久 （ 川 市 の 主） 国

２ 野 に 掘

の

道 に１ 国 原 川

のう 野 に の

掘

　 の に 久 地に

の の 上

う う う

に 島 に 久 の に

の事 に

の発 上 地に

の う

発

山の真

　 の に 上

に の

（ の の ）  1644（ 21）

年に に 事 （

97 123 435 の 文の 事）

１ （ に 分） の

に 事 の

書 島 久 の知行 の

原の の 国 に

に 国 に の 分

の 発 の 上

立 に

に に

に うに に

う 書 に

に 掘

国に うに

うの 国 に

書 の の の の

の に う に

の 立 う書

の の 書 知

の に 国に

野 川の２

立 に 立

事 1640（ 17）年 月 26

の （ 有 久 ）

の鹿児島 の重 に 書 （ 97

122）に
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に ２ の に う 行

３ 報

事 に 知

上 の

う 川 の

行の 久 行 う

に 重 に

に 島 久 の に （

97 437） の

の 18 年 12 月 22 に 年 発

の に

に

の に

　 久 発に に

主 に の

の の の

30 野 に の

野 に （ 原 1973） の

813 1986 野 284 1995 に

事 の の

に の う

野 に 地のう 地に

の の 18 の の

島 に

主 の に

の に う うに 久 に

の

　 に 野  1640（ 17）年に

の に 発 1641

（ 18 年に に報告 業

1642（ 19）年に 掘 １年

に 掘 １年 の 業

　 の 1656 ２ 年 ２年 12

月に 158 4607 （う 158

掘 1580 ） （鹿児島県 1940 495） 掘

に 1659（ ２）年に

野 上 498 299 1868

の に の 文

年 1751 1829 に 上

1657 ３ 年 1685 ２）年

の に の 9382 にの う

6446 に （ 野

） に 野 の 知

に に の 道

47 のう に 18 の 掘 行う うに

年 に （ に

上 ）

金山

　1640（ 17）年に 野 の 発

の 野 に 1643（

20）年に に 野 の

の 有

発 要 の 野に 1652（

）年に 発 1655（ ）年 発

野 の 1660（ ３）

年 発 主 に

発 1667（ 文 ）年に 150 160

300 １ 月 45  

168 75 う（ 鹿児島県 2 499）

野 発 書 に

に 7000 の 事 う

　 の 1682（ ２）年に の

鹿 の 発に 分 1698

11）年 国の の 発

1701（ 14）年 ２ 野

の 発 行 の に

に 1717（ ２ 年に

の の の

20 180 （75 675 ） 1700 13）年の １

907 分 1704（ 17）年に ２ 788 ３分

２ の に

　1786（ 年に 野 の 掘の

年 1793（

）年に 鹿児島 の森 掘

う 1827（文 10）年に の

掘 に

鹿 金山

鹿 の 有川 年 1681〜 83 に

発 野 1682

（ ２）年に 野 の 鹿 に

分 1683（ ３）年 月に 発 1698

（ 11）年に 国の 発 の

鹿 20 新 に 発 12 16 年

年 の 4902 にの

の の に 1709（

）年の の 鹿 の年

15 16 56 25〜 60 300

の 1740（ 文 ）年に （鹿児島

県 1940 501-3） に 上 に

1839（ ）年に 年 1 に
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野 に 鹿

野 の 1656（ ２）年 1817（文化 14）年

の 6448 209 １分 1818（文

化 15）年 1846（ 化３）年 167 562 ２分

金山

　1698（ 11）年に 国の 発

に 発 発 ３ 年 に 50 の

（鹿

児島県 1940 504）（ 野 ）

文化 に の

に 掘

に の

４ 　金山の と

と

　 の 野

の の

　 に 文

社会

に の 野 の

行 行 行 蔵の上

蔵 蔵 の の

の の の

の の

の

１ 月に １ 80 に年 50

年行 に

に 20 （ に

野 に ）

　 野 の に 行

行 行

行 野 行 野

行 野 に 方

の 野 野

行の に の

の の 野 に の の

野 の

野 野 野

蔵方 野 に

野 野 に

う

　 野 の 社に

年 月の 年 の に

に 行 　 に 書

　 　 野 　 の

に に 野 　

主 　 野 　 野 の２ の

野 の 野 に

社に に

野 野 の に

　 年 の 野 書 に の

改 蔵 行

年行 の

の 野 に

野

　 年 の 野 重要

上 （ う ）（ の

ン ）の 道 の

上

の 発に

野 の 上 の 行

う の に

う 新 の 報 の う

　図１ 水上

　 野 の の

の の

に伴 生

に 野

　鹿 に の

う 主

に うに の の う

野 に の

の に鹿 の 発 の

文書 の

の

の地 の に 川地

に （ ） う

事 の

に限 地に 蔵

の の上方に

上の 野
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に の う の

の

金・

　 野 の に 上

の に 分 の

に １ の に

２分 100 の の２ 分 の に

　 の の に の

上 1000 に 50 月

に 156 分 月 に 月分

160

に に う に

の１ の の

の の年 203 546 （122 127 6 ）

424 584 22 382 489 8 （11 月分）

4 320 （ 年分） 1 732 （ 年分）に の

の

の に 分

の う 生

に に の

上 上の

に 上 重要 分

（新  2011 ）

の 的

　 野 に

国の に 道 （1689 年 ）

（ 2006）に の の地 の の

国の のう

の ン の に の

１に に うに 国の

の う 市の

の う 地方の う う

に の の３

に分 国 に

主の 地 （

） 地 号

（ ） に 有

の （ う ）

（新  2011 ） 発に 立の

に

　 の の

の に に

の に の

財

の に 方

に う

に 重要 国 地

　 の の の の

国 の 報 の に

国 地の に

と

　 の の

に 有の

　 有の 掘

に （ 地 地

の ）のう の

主 に 主

方 に のう

に １ 道の

に 10

に に のう

の 重に 上

表 1 金表　（金 は 50 金 1 ）（『 道 にもと き 作成）

原 島原

　

川
　

野

37 58 43 上 30

30 28 26 28 28 21 26 10

25

21 21 21 20 20

25

18 18 16 15 16 16 16 16 　15 15

国 16

10

10

9 8 9 10 8 8

6

8 16
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の うに 有の の う

に重 野

に に に

の

５ 金山の 古 的現状

　 野 2012 年の霧島市 会に

調査に の 掘

行 主の

の の

に の の

に の の の

に に

　 野 発掘

地 に 鹿 に

掘 地 地

に

に

の の

調査

の

６ 古 的調査・ の成

　 野 の に 国 に

の 道 に 業

道 分

道に の に

掘 道 の

辺 の発掘調査 重要 の

調査

　 野 の に の に

に 業 事

に の の

の

に （  2006）

の 野 の 社の に

1884 年（ 17）に 社

野 の に新 に 社（島 久

社） に行方 年

社 に に

発 野 に 築

（新  2013）

　 に の う に の に

主 の

の 行 の 行 行

地 業 に

の に

分 重 に

業 行 （ ） に

の の 行 に

に

野 に に 行 に

に

に の分

の に

の分 行 地

200 の に の に

地 行 地

の に 地（ 地） 発掘

行 （新 2011）

2009 年の発掘

　２ の の発掘 に

の

方 の に改

に の

重要 （う ２）

（ ） １ １

の １ の に

の の

の に 地 の

う に

17 の 1640 1650 年

の に 17 の 17

18 の 川 18 の

の 上 18

の 縄 の

の うに 野 の 1640 年

に の に

17 18 に

18 に掘

の う 野 の

　 発掘の の地

の 分 地 の 分に

地 業 要 地

に行 事

　 上の 1640 年の の に

の に に

地 の うに

地 事 行

の の地に
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出土遺物

　 の 重要

に ２

１

上 の の に 上

ン

う の の に

に に の の の １

の の の に 上

に

ン 分

の

の に

　年 重要

書 の （

1636（ 13 年 1659（ ２ 年） に の

年 分 年

に の （  1983 1985） 17

18 に

　

8 4 の の に

の に の

の の

の の 国

会 の 野 の の に 行 に

ーン （  

1982） の う 方

の う

山 金山の石 と山 石

　 野 に 発掘に の に

に に

の に

野 の 知

　 野 の上 の 12 上

に の の の 新 の

の 限 に

の 上 の の上

に 野 の上

県 上

の 15 5 調査

1992 106 地方の に の

道 の 道

方 築方 の 事 に

の 上 に １ ２ １

36 42 １ ３ 27 39

業 行 会 1988 55 の

の の に に

の に 調

行 上 の 50 30

山 金山の

　上 １ に

            ン

　　　　　  の

  上 ２

          　 の

          　 の 川

　上 ３

            の

　１ の の ン

の

生

に の の う

ン の の に生

１ の の上 に 上

の上 に に

の うに に

の 野 １ 上

の 野 １ 上 野

２ の に に 生

の の う

ン に生 ３ ン

の うに 野 の上 に

ン ン ン

に の（ 野 ）

う の

の タ に分

  １ 辺

            の

  ２ に の

  ３ に の

　　　　　　 2009 年の発掘 ２ の

の の の の

の

  の

  １ 上 １ に の の う

に に の

に の に

ン 上 に ２ ３

上 に生 う

の う の 野 の

の 上

の ン に に
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の ン 上

に の の

に の の

の （

） 業の 化 生

う

  の 改 ン の

1596 1615 に

17 1990 70

野 ン の ン の

野 の 17 1640 年３

月 20 1643 年 21 1644 年２月

の １ ２ 1656 年 の ２

１ に ン の

２ に に ン の

に の 化に

業 化 上の うに 野

の の

に ン の の

の に ン に の知

川

（新  2012 91）

　 国 会 に 野 の 業 の

の に に

の

の

ン の有 に 国 会 の

に の に

の

の の 野

の 業

の う

　 の の

野

の に の の道

野 の 17 年 に の地

発 行 事 ン

に

　 野 の３ に の

に の に

分 野 に 川

上 の ン

（新 の

） 鹿 上 ２ ３

上 川

の １ （ ）

製錬

　 発 の に

に

野 の に の

の

分 要に

に 1685（ ２）年 月 22 24

主 の う

の

23 に の に の の

の 行

野 森 掘 （

年 年）の 1787 年 10 11 月の

事の に 野 １ 野 に

方に 分 に

う 野

に の分 行 分

10 月 26 書 に

分 の の

70 に （ 上  

1994） の

に の に

に の の に 野

に

　 に の うに に

の に 上

（ 年 1838 ）に に

に に に

７ 明 の金山 発と金 位

明 の金山 発

　 に に 鹿

児島県 発 行 うに

に 44 にの

査に 会に 鹿児島県 の の調査

の に 鹿児島

県 の （ 会  1989） 新 に改

の ２ （ 地方の１ ）

に の の 市の

の うに 80 う の

に 市 財 の うに

800 う の

　 の発 に

に 業に 15 年（1882）

に 発 行 市 上

業 発

地の う 業
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業 に

会社に の

　鹿児島 の の ３年 1867

の ン ン ン

E     - E （1）

業 の の

ン ン  F  

業の 発

年（1868） に 生野に 国主

生野 の 化 発 に

掘の 化 の 化 化

道 新 に 地の 調査

1874 年に の 書 に

書       

の 業 化に 1877 年に

国主 の

　 の に

（ う う） の 化

に に

の

方 の の 年

1871 に生野 年 1873

に の 鹿児

島 年 1876 に の の

鹿児島に ン ー

 野 の に（ ）

に の

（  1901） 年 の 発に 事

業 13 年（1880）に

野 に の

金 位 と金

　 業 の 25 年 1892 30 年

1897 の に の 要 の上

の の に

2

　 年 1871 に 新 発

の の

の 国

地 主

の

に に

16 年 1883 10 月 方 蔵

に 行 発

行 の 立 発行

の 有 の に

に 17

年（1884） 月 告 18 号 行

18 の の重要

行 （ １ ） 行

発行 に の に

（ ２ ）の２ に

に 18 年 1885 月 に

行 （ 10 の ） 発行

に 20 年 1887 月 （ 行

の ）

19 年 1886 月

月 21 年 月

の の 29 259 に 1 250

に

の に伴 国

の に 重要

　 27 年 1894 月に の 調

の に

の に

27 年 11 月 30 行（ ） 有

の の 100 に 130

170 に 上 に 12 月 15 に 180 17 に

190 に 上 の 有の 地

に 28 年 1895 月 10 月 の

の ２ 48 国 の２

の１ 6319 20 上

　1893 年 月の ン の 改 （ ）

に に

国 の の （ ） 上

財 の の の に

の うに

に 国 ン ン （ ン ）

ー に

に う

立の原 に う の

　 29 年 1896 月に 方 ２ 立

月 29 に

方 に

方 30 年 1897 １月

蔵 に の 行 の調査 ３

月１ に 10 国 会

立 ３月 29 行 改

10 月１ 行 の 10 月

１ 年 月 31 の 行う

に 月１ １

国に の 上の う の

の 調 の の

国 国 の の 要
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表２． 明 の鹿 島 金 山一覧

地 発 年 発年 年 （ ） （ ） 　（ ） 　（ ）

市 野 1891 1933 1977 6 3 15 4 5 42 10
1 914 1937 47
　384 1973 76

1 108 
1937 47   318
1973 76

市 年 1892 1977 14 3 6 4
17 614 1967
 4 945 1967 77

3 002 1947 77

市 1882 1981 業 18 65 5 ２

（ ） 年 1927 1943 1

野
霧島市 川 　

1639 1640 1953 4 41 55 5 20 41 28 41 28 337

野 霧島市 川 1970 8 10

新 野

の
霧島市 川

1873 1937 1962 12 0 33 0 1956 60 6 11 1956 60 9 1956 60 3 750 1956 60

新 の 1955 1955 1960

市 1895 1905 1943 3 5 6 0 1935 43 15 3 31 5 1935 43  830 930

市 生 1890 1893 1943  5 1  28 3  1893

（ ） 市 生 1891 1902 1944  9 1  18 6
 400 1896 1916
 420 1934 44

の 2

市 1897 1916 1943 4 12 10 1 000

市 年 1936 1943  10 8  19 5

市 1910 1926

市 1924 1925 1928  26 36 の

川 市
1933 1936  6  30

野（ 野）
川 市

1936 1940 7 26 11 55 1936 40 39 78 1936 40

川 野市 年 1913 1955 15 8 1940 55 105 1940 55 987 1940 55 6 556 1940 55

野 野市 1652 1660 業 4 1 8 2 1950 82 4 1 76 1950 82 50 000 1982
413 000

1982）

野市 1913 1913 10 7 1930 42 214 1930 42

の 市 上 1885 1885 1959 5 400 500

市 上 1932 33 1935

市 上 1882 1882 1937 1 6 1935 37 524 7 1932 37 4 03 1932 37 1 281 1932 37

市川辺 1698 1698 1916 50

市 1897 1916 0 2 173

鹿児島市
市知覧

1918 1919 1943 8 9 40 10 300
5 1924 26
4 35 1927 33  

6 82
1924 26
6 12
1927 33

市 1926 1943 5 80 の2

鹿 市 1684 1684 1943
5 8 1888 1907
14 3 1934 40

3 8 1888 1907
 40 1941 43

386 58 1888 1907
1 74 1929
70 55 1934 40   

265 17
1888 1907
93 66
1935 37

野 市 1902 1932 1933

市
市

1901 1908 業  4 3 350 1960 1983

市 1895 1914 1943 2 3 98 1941

市 1932 1933 業 4 67 5 200 1982

市 1890 1903 業 5 4 14 8 6 6 8 1 3 273 1924 82
1 969
1952 82

生
鹿児島市

市
1893 94 1937  2400

13 963
1894 1905

市頴娃 1936

（新 ） 市 1897 1906 1943
25 3 40 0 1906 08
6 40 8 66 1941 43

9 0 86 0 1905 08 154 22 1906 08 407 03 1905 08

（ ） 市頴娃 1933 1935 0 357 1935

） 市 1934 1943  130  170

市頴娃 30年 1902 1943  16 2 1938 42  137 7 1938 42 37 67 1938 42 319 33 1938 42

野 市頴娃 1894 95 1932 1964 8 14 90 1941
50 1941 43

16 63 1956 64
108 45 1956 64

市 化年 1892 1956 7 3 1956 11 1956

（ ） 市 1897 1936 1 826 1917   0 342 1933

立 市頴娃 1898 1928 30 5 1924 26 18 0 1924 26

市頴娃 1933 1938 3 8 20 100

財 頴娃 市頴娃 1896 1897 1906 800
909 09
1897 1906

財 市 1885 1900 1956  6 7  707 122 11 1900 07
19 655 63
1900 07  

野（新鹿）
重

鹿 市 市 年 1912 1941
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法の導入

　 の う の 要 に 新

化 化 ン化

の 方

30 年 1897 に鹿児島県

34 年 1901 に 県の

に 化 国に

39 年 1906 に 野 に 化 業

40 の に

発 野 に

（  1901）

　 化 の

に （  1901）

の 野 鹿 の

野 野 の

化

ン の （ ）

分に

化 の の

の の 化

に 方 （  1901）

２ うに に

の 化 の

　 発 業 の の

う

８ 金 ，ア ア 平 と金 山 備

の赤 と 金

　鹿児島県の 発 に の に

30 年に

の の の に 有

要 の の

上 の 掘 30 年 1897 に

に 3 75

に の

の国 に

に の

　 年 1931 の 事 年 1932 １月の

上 事 に 国 の 調

の 事 の に 国

の重要 に 12

年 1937 月に の生

に に 生

の に 上 会

に 上 月 25 の 蔵 告

に １ に ３ 77 に 13 年

1938 月 ３ 85 に 上

　 に の 事業

の 道の

の に 年

12 年 に 国 2 5

の 17 年 に う 立

上の 主 に 国

の に 国 の 発

業 鹿児島県 道

に 行 （  1999）

業報国会 国 調 の

16 年 1941 月 27 国の主要 65

に 業

に う の の生

の 行

地の に の

国 の に （ ３） ２

1930 年 国の

年 地

1936 22 235 17 490 1 294 41 019

1937 23 010 22 848 1 306 47 164

1938 24 067 28 065 1 683 53 815

1939 25 927 29 192 1 265 56 384

1940 26 968 25 289 803 53 059

1941 25 000 25 584 897 51 481

1942 22 871 23 755 740 47 366

1943 12 090 14 458 571 27 119

1944 7 627

1945 2 628

表３． 産金量の推移　（単位 ： kg）

　（ 蔵 1953 財 月報 36 号 102 に

）

図２ 近 の 及び の 金

　　 （ 合 物 の図を改 ）
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1940 年に 国 ー に 27

の

　 に 有

の 国 に

に 蔵 の

15 年 1940 に の 上

　 の う の の の 方

に 国 の

の に に

12 年 1937 ３月 に

21 013 3 561 24

の 12 年 に

有 108 13 年に 82

13 年に 有

有の の

ア ア 平 と金 山 備

16 年 12 月 に

発 国 の

の の

の の 要 に の

行に 要

ン ン の 掘 に

17 年 1942 10 月 22 の

業 業 （ 1 ）

18 年 1943 １月 22 の 業

（ ２ ） 18 年 月 に

に 業 方 要 に 国

の 鹿児島県

財 の

の ３ の の事

に

　 に 要に

に 国 の

の 調 の 要

国 タ ン （ ー

） の に 要 ン 行

ン

に

33 の ー 3 タ

の の

要 タ ２

44 8 ー 国（ の

） 53 8 の の

うに に の 要 に

3 5

９ まとめ

　 野 17 年に の

発 に の 19 年に

１年 ２年

に の 調に

の財 に 有 の

野 の の

の の

に 野 の

の に 地の

に 上 の に

野 の 報 ー

国 の の に

の に

行 に

の の の に うに

国 ー

　 に 県 地 発 に行

30 年の の に の

の 有 要 の 要 の

地 発 行 年に 事

の 国 の の

に に 要

国

の上 発

の 鹿児島県 の に 発

16 年に

の 国 に

の に の

の の の に

の に

地の に 鹿児島県の

の に

に の重要

　鹿児島県の に の う

業 の 野

の の に 国に

の の

注

１ 1816 年 立の ン ン

　　 ン の ー 　　

　　 ン ー の ン ン 国

　立 E    　

　    -E

　　 の

　　

　　 ン ン ン
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　　  ） ン の

地 に 市 業 地

　 1825 年に に 道

に ２年 の 1827 年に ン

の 道 の 道

ン ン ン ン

　 A -

　　

２ 　 の に

　　 行 年 会 行 年 １

　　 に

３ 　 ー  有 に

　　 の に 印 に の に

　　 有 ン 行に

　　 の

文

  1999　 道 道 書

行会

川　  1990 野 の 書

川　  1994 野 文

市   1968　

  1990　 の 業

の 文

要 9 25-74

重  1901 　 ２ 　

島  1993　

島   2004　 野 野 － 1975 年

の － 地 ー 599

20-30

　   2006　 の － 野

（ 野） の 発 20 年の

に－ 45-4

246-248

鹿児島県 1940　 鹿児島県 ２ 491-515

霧島市  会 　2013 野 － 地調査報告

書－ 　霧島市 会

霧島市 会生 　（ 年 ）　

 川 　 の 野 霧島市

会

原  1973 野 90 年 300 年

野 会

　  1983 掘 書

　   1985　 の の   

13 51-55

原 　1982　 国

会 社

報  2009　 野 の

報 21 年３月号 2-9

新 　   2012　 に に － 野

野 の

分 － 鹿児島 42 87-98

 査に 会  1989　

　 １ 　 会

　   1994　 野 文 （上） 野

文書 会

  1991　 野 300 年 川

会 川 94-129  鹿児島

県 川

新   2009　 野 の 事  

の縄文 地 文化 21-40

縄文 会

新   2011  野 の 事

鹿児島県霧島市上 野

業 地発掘調査報告書 21-36

新   2011  野 の社会

鹿児島県霧島市上 野

業 地発掘調査報告書 37-40

新  　2013 野

の 鹿 60 1-9

新  　2013 野 野 鹿

原 の

370-387 書

新  　2011 鹿児島県霧島市上 野

業 地発掘調査報告書 鹿児島 文

行 年 会  1982　 行 年           

１ 行

行 年 会  1984　 行 年           

行

業 行 会 1986 

書

業 行 会 1988 

43-63 書

原  2013　 の 書

  （新 道 行会 ）2006　 新 　            

道 書 （1689 年 ）

 調査 1992 の

調査会

　  1997　 野 書

　  2008　 野 書
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第５ 　 分

出土坩堝表面の成分に いて

鹿 島 埋 文 ー　

　 の に ー分

線分 に 分分 行

１　

　 の３ （主に ） ン

２　分 方法

　 ー分 線分 （

X T-1000 線 ター 線

100 ） の に 分 行

　 線 15 50  

　 200  線 タ

　 セ  3

　 タン ー

３　

　坩堝１ ３ １ 分

の上 の

に の の

分の

タン に

の

図１　 ク ー 坩堝１

　坩堝２ 分 の

の

 図２　 ク ー 坩堝２

　坩堝３ 分 の の

に の

ン

に ンの

図３　 ク ー 坩堝３

　坩堝４ ３ 分 の

ン ンの

分

の

図４　 ク ー 坩堝４

　坩堝５ 分 の

の

図５　 ク ー 坩堝５

　坩堝６ 分 の

の

の 2 3

の

図６　 ク ー 坩堝６
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　坩堝７ 分 の

分

の に

の

図７　 ク ー 坩堝７

　坩堝８ ２ ２ 分

の ２ の

ン ン の の

図８　 ク ー 坩堝８

　坩堝９ 分 の

の

の方 上

図９　 ク ー 坩堝９

　坩堝10 分 の

分 の

１ に

図10　 ク ー 坩堝10

　坩堝11 分

の

主 分 に

に の

図11　 ク ー 坩堝11

　坩堝13 ３ 分 の

図12　 ク ー 坩堝13

　坩堝15 分

に

ン ンの ン

ンの の

図13　 ク ー 坩堝15

　 の タン
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第６ 　 　

第１ 　金山水車（轟製錬所）跡検出の水車坑，

　水車小屋１上屋跡及び水車小屋２上屋跡

に いての

１　検出された遺構に いて

　

に の 掘 分 6 2

1 3 に に

20 の ー

う

　 １上 文

に 行 ３

行 （ １ 180 分の 270 ）の

（ 24 ）の 分

に 分の 方に

　 ２上 調査 の に

の 行 の

掘 に

２上 分 ２

の

45年３月29 の 文書 の

書 に

２　水車小屋１内部構造に いて

　 １に の に

に の

に

　 に に

に 上 に

に の に

90 方の方 の掘 に

の

　 に に掘 90

方の掘 線上に

の掘 に

の

に 分

　 の

の の に

（4 848 ） （72 72 ）

に に

の 線

うに の の に

う に の

に ー の ン

ン

　 に の の

の の の

の １ の

の に

に 60 の

要

３　 鑛設備の に いて

　 の に

図１　水車小屋 1上屋及び内部構造 図
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（ ）の 38年 業

業 の の

１ 40 う

20 10 10

　 の文書 の の

45年３月28 の 野 業 業

知覧 に

45年３月29 に 野

の に の の

の

の文書 の

に

　 野 の

40

45年３月29

１ 書に の

に

　 の １ 40 の

１の う

行

　 に １ の の に

う １ の

の に

の に の に

の

　 23 業 の

に の に

の

の

　 年に １ の

に に

第２ 　遺構

　 ３ 発掘調査 に に

の の築

に 文書の

文書 調査 行う

１　石垣・道跡・建物跡に いて

　 １ 路 に の

に 化 に

の 川の に

に の

上 60 の 化 路 に

の

　 ２ １の川 に １

埋 に築 の

ン 上 の

　 ３ ３の

1-1 道 の

に の

上 上の 方 の

に 上 上

に の の 川

道 に 上 野 の に 築

道

　 ３に上 野

に の野 ２ ３

地 の 川 に 地

埋立 に築

　道 1-1 地 道

路 上に 化 ３築

築 に伴う に 埋

の上 に

　 １ ２ ３ １の に

の 路上の １

１ の の の

の

に 行 の

２

　 上の 道 の

１ ２ ３

１ ２ 道 １ ３ の

２ ３の新

２　堰堤・導水路・放水口に いて

　 路

文書 書 1912年 路

に

1905年 市

川 1905年 市 原 1908年 に

の

の に

の 路上 に

調 行う

上 の に の

３　水力発電所に いて

　 線 300 の に 発

分 発

川 の に ー の 発

業社原 ター ン

117 発 1924年
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に に築 50

に の 路 築 の

に 300 の 道 掘 発

行

第３ 　赤石 山と製錬所に いて

１　製錬所に いて

　 の の の 立 に

文書 文

　 1890年 に 野

発 1901年に 行

に の 年 の地 に

川 に２ の 号 １ 知

覧 に う１ 調査 行

に 文書に 年

地 道 の道 調査 書

の文 に 有 の 地

文 1902年に

に

有

　1903年 の に の

の に 地 書

1903年 の 行

1906年に に 知覧

の 20 の に 川上 川 に

の ２ の に

（ 知覧の に

11 1 2 に 20 2 2

方 地 の の

）

　 に 1891

年知覧 に

に の 1899年

に に

1904年 財 の に

　 う 上 の上 に 1902年

財 の の の

に 知覧

　 に の

の1904年 業 業 の

行 １ 40

　 1905年 川の 有

の 書に

の に 2

の 1912年 書 の

に

に 有

　 文書 に 1908年 野 の

原 川 に

有 に

２ 年 の 野

の の 川 に

う

　1912年 の 書 に

年３月29 に

３ の

野 の

　 年 川の に 書 知覧

原 地

知覧 野15991番地 15993番地の

川 路 分に 方

書 の 路 路

事 地 　 1 800

１ 年 　240 １ 年

路 　100 　140 の

の

路 原 有

　 上の 1902年に

1904年 1912年

の の 行 1912年 1935年

の の

に 地 書 に

に

の 川 に

に の

２　古写真 1 1 に見られる水車を む建物に いて

　 1-1 の

川 の 上に の調査 ２

1912年 の に

の

の に の の

の の 1902年 に

の の

２ の

業 の に

生野 野

の 野 分の の

行

の に 方

に の 1904年に

３ の 行

1912年の 業 業

に の の

に

の
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３　製錬方法に いて

　 行 に 業 業

　 に 原

に

に

の

に に

分 鹿 の に の

に に

に 発 分

に 分

に分 分 の方

の の 行

に に

分 方 年

35年

化

の

　 の

化 1912年 に

年 化

化 に 化

1914年 ３年 月30 改 業 業 に

タ 化

蔵 化 に

蔵 の

の

　1926年 に 化 の 業

業 に

の

行

年 ー

４　採 の と轟製錬所の に いて

　 文書 の に

の 有 45年の

に 地 書

に 15

45年に 掘

111 101 の

３年に 掘 276 8 の 年

新 に 道 新 掘 の

の 年の 掘 90 8 に

13年 掘 65 に

生 年

13年に生 年 掘

生 に の

34

う 分県 の に

の に

年 掘 2 000 に

年の 事

の に

10年 掘 う

化に 年

の年 に 年 掘 の

うに に

の

の

文

島 　1993年

島 　1989年 の 鹿児島 報328

島 上野 重 道　1990年

　　 鹿 の （ ）

　　 島 　地 の 　

久 年 　 野 　1975年 鹿児島県 有

　　 地 49年調査報告　 地 　

　　 の 化 鹿児島県地 発 会

上 　1910年 地 書

知覧 会 　1926年 知覧

知覧 会 知覧

久 　久 　1990年 鹿児島県の に

　　 3報 島 地 に 鹿児島

　　 報告

　1894年 掘 掘

　　 覧

　1911年 覧

　　

　1912年 覧

　　

業 　1959年 の 業 地

　　方 会

会 　1968年 業  業 文

　　 会

地方 会 　1977年 の 業

川　 　1990年 野 の 書

原 　2013年 の 書

鹿児島県 会 　2004年 鹿 島の

鹿児島県 業 　1973年 鹿児島県 業　

　　



写真
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図
版
１

①金山水車（轟製錬所）跡空撮（南西方向から）　②調査前状況（西から）　③調査前状況（東から）

航空写真及び調査前風景

①

② ③
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図
版
２

①麓川堰堤と導水溝への取水口　②水車坑付近から堰堤を望む（麓川増水時）　

現在の堰堤と取水口及び麓川

①

②
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図
版
３

①表土に覆われる石垣　②重機による表土除去作業

調査風景（１）

②

①
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図
版
４

①導水溝検出作業　②排水枡（排水溝末端甌穴内掘り下げ作業）　③水車小屋１背部の石垣検出作業

調査風景（２）

①

③②
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図
版
５

①水車坑上面の埋土状況　②遺物出土状況　③坩堝出土状況 ④鞴羽口出土状況

埋土状況及び遺物出土状況

①

③

④②
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図
版
６

①道跡検出状況（北から）　②道跡検出状況（南から）　③石垣１検出状況（南西から）
④石垣１と導水溝の平行状況 (東から）　⑤石垣１と導水溝側壁

遺構検出状況（１） 遺構検出状況（２）

①

④ ⑤

②

③
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図
版
７

①構築方法の異なる石垣　②石垣２検出状況（南東から）　③石垣３検出状況（南から）
④石垣３と石垣４の境界　⑤石垣４検出状況（南東から）　

遺構検出状況（１） 遺構検出状況（２）

①

③

⑤

②

④
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図
版
８

①放水口付近から見る導水溝　②導水溝側壁に切られた堰板溝と放水口用の『堰板切欠　③放水口検出状況（上から）
④放水口側壁に切られた堰板溝と角材用？の切欠　⑤分水溝１の枡部分検出状況　⑥分水溝１蓋石検出状況

遺構検出状況（３）

①

③

⑤

②

④

⑥
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